
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡のライトガイドの入射端部に 照明光を供給する光源
と、前記光源と前記入射端部との間の光路上に設けられた絞りとを備え、
　この絞りが、前記照明光の光軸に垂直な平面板部材であって前記光軸に平行かつ鉛直上
方に位置する回転軸回りに一端部においてそれぞれ回動する 一対
の遮光板部材と、少なくとも一方の前記遮光板部材の光軸側縁部に一体的に設けられた凸
状板部

　前記遮光板部材の回動に伴って、前記遮光板部材によって前記光路が水平方向の両外縁
から徐々に遮られると共に、前記凸状板部によって前記光路の中央から鉛直上方側の

領域が徐々に遮られることを特徴とする内視鏡用光源装置。
【請求項２】
　前記遮光板部材の前記光軸側縁部が直線状に形成されるとともに、前記凸状板部が一方
の前記光軸側縁部を底辺とし最突部を頂角とする三角形状に形成されることを特徴とする
請求項１に記載の内視鏡用光源装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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光量のゆらぎを生じさせつつ

、前記回転軸が貫通した

と、前記一対の遮光板部材のそれぞれに設けられたガイド穴に嵌合する固定軸とを
有し、前記回転軸の鉛直方向の移動により、前記固定軸が前記ガイド穴に沿って前記一対
の遮光板部材に対して相対的に移動することで前記遮光板部材が回動し、

前記
照明光の光量がゆらぐ



本発明は、内視鏡用光源装置に関し、特に光源から内視鏡のライトガイドの入射端部へ供
給される照明光の光量を絞りによって調節する内視鏡用光源装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、内視鏡は人体の臓器内等に挿入される可撓性導管を有し、その内部には照明光を
伝送するライトガイドが設けられる。このライトガイドの入射端部には内視鏡用光源装置
が接続され、内視鏡用光源装置において発光した光はライトガイドにより先端へ導かれ、
内視鏡先端の端面から照明光を出射して患部等を照明する。照明された部位の反射光は、
例えばファイバースコープであれば操作部に設けられた接眼レンズへ導かれたり、あるい
は電子内視鏡であれば先端部のＣＣＤによって電気信号に変換されてモニタ装置に映し出
され、これにより接眼レンズあるいはモニタ装置によって照明部位が観察される。
【０００３】
このような内視鏡用光源装置において、光源とライトガイドの入射端部との間の光路上に
は、光量を調整する絞りと、入射端部へ集光する集光レンズとが設けられる。絞りは、例
えば光軸に垂直な平面上であってかつ光軸に対称的に設けられた１対の平行平面板から成
り、これら平行平面板を光軸に平行な回転軸回りに回転させて光束を水平方向の両端縁か
ら遮ることにより絞り開度を調整し、照明光の光量、即ち明るさを調整する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
内視鏡の照明用光源としては、高輝度で発熱量の少ないキセノンランプが広く用いられて
いるが、キセノンランプからの出射光は、封入されたキセノンガスの対流や放電時におけ
る発振現象等の原因により、特に光束の中央から鉛直上方側の領域において光量のゆらぎ
が生じ、均一な光量の照明光が得られない。このようなゆらぎは、絞りが全開に近く光量
が相対的に多いときは問題にならないが、絞りを閉じて光量を少なくした場合に特に目立
ち、接眼レンズあるいはモニタ装置による照明部位の観察に支障をきたす場合がある。
【０００５】
そこで、本発明においては、絞りによって光量を少なくした場合においても光量のゆらぎ
の影響を小さくして均一な光量の照明光が得られる内視鏡用光源装置を提供することを目
的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明に係る内視鏡用光源装置は、内視鏡のライトガイドの入射端部に照明光を供給する
光源と、光源と入射端部との間の光路上に設けられた絞りとを備え、この絞りが、光軸に
垂直に設けられ一端部において光軸の鉛直上方であってかつ光軸に平行な回転軸回りにそ
れぞれ回動する一対の遮光板部材と、少なくとも一方の遮光板部材の光軸側縁部に設けら
れた凸状板部とを有し、遮光板部材の回動に伴って、遮光板部材によって光路が水平方向
の両外縁から徐々に遮られると共に、凸状板部によって光路の中央から鉛直上方側の領域
が徐々に遮られることを特徴としている。これにより、遮光板部材により光路を遮る際に
ちらつきの生じやすい光路の中央から鉛直上方側の領域が凸状板部により遮られ、照明光
のちらつきが防止される。
【０００７】
内視鏡用光源装置の絞りとしては、例えば遮光板部材の光軸側縁部を直線状に形成すると
ともに、凸状板部を一方の光軸側縁部を底辺とし最突部を頂角とする三角形状に形成して
もよく、この場合加工が比較的容易で、また構成が簡単である。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明による内視鏡用光源装置の一実施形態について添付図面を参照して説明する
。
【０００９】
図１は、内視鏡用光源装置１０の主要部を模式的に示す断面図である。内視鏡用光源装置
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１０は直方体形状のケーシング１２を備え、その一側面１２ａには、取付部１４に内視鏡
２０の基端部から突出するライトガイド２２が着脱自在である。ケーシング１２の底面１
２ｂの略中央部には、底面１２ｂに垂直な光源支持部材１６が一体的に固定されており、
この光源支持部材１６の水平方向に開口した開口部１６ａ内には光源３０が固定される。
図１に示すように取付部１４にライトガイド２２が差し込まれた状態において、光源３０
はライトガイド２２の入射端部２２ａに対して所定距離離れて対向している。
【００１０】
光源３０はキセノンランプであり、キセノンガスが封入された放電管３２を有し、この放
電管３２内において２つの電極間で起こるショートアーク放電によってプラズマが発生す
ることにより強い光が生じる。放電管３２の周囲には半球状の反射ミラー３４が設けられ
、この反射ミラー３４により放電により発生した光は入射端部２２ａに向って平行光線束
として射出される。図１においては、光源３０から入射端部２２ａまでの光束の光軸を一
点鎖線Ｌａで示し、光束の外縁を一点鎖線Ｌｂで示す。
【００１１】
光源３０と入射端部２２ａとの間の光路上には絞り機構４０および集光レンズ３６が設け
られる。平行光線束として射出された照明光は、絞り機構４０によりその光量が調整され
、さらに集光レンズ３６によって入射端部２２ａヘ集光させられる。
【００１２】
絞り機構４０は、ケーシング１２の側面１２ａの内側に固定された絞り支持板部材４６に
よって支持され、モータ４１によって光軸Ｌａに垂直な平面上で回動する一対の不透明の
薄い平行平面板である第１及び第２遮光板部材４２、４４を備える。なお、光源３０の出
力、及びモータ４１の回転動作は、図示しない制御回路によって駆動制御される。また、
光源３０およびモータ４１には図示しない電源回路により電圧が供給される。
【００１３】
図１と共に図２及び図３を参照して、絞り機構４０の構成について詳述する。図２は鉛直
上方から絞り機構４０を見た平面図である。図３は図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線断面からライ
トガイド２２の方向を見た図である。なお、図３では支持板部材４６を省略している。
【００１４】
絞り支持板部材４６の光源側端部４６ａは鉛直上方に延び、この光源側端部４６ａには取
付板４８が平行に一体的に固定される。取付板４８にはモータ４１が固定され、モータ４
１の回転軸４１ａは取付板４８を貫通して光源３０側に突出しており、アーム部材５０の
一端部に形成された係合穴５２に嵌合している。これによりアーム部材５０はモータ４１
の回転軸４１ａ回りに回転自在である。アーム部材５０の他端部には可動軸５６の一端を
嵌合する係合穴５４が設けられ、可動軸５６はアーム部材５０からモータ４１の反対側、
即ち光源３０側に延びている。
【００１５】
可動軸５６は、その頭部５６ａとアーム部材５０との間において、第１及び第２遮光板部
材４２、４４の各上端部に形成された軸穴４２ａ、４４ａに貫通しており、これにより、
第１及び第２遮光板部材４２、４４は光軸Ｌａに平行な可動軸５６を中心に回動する。第
１及び第２遮光板部材４２、４４は可動軸５６の軸心、即ち光軸Ｌａに対して垂直に設け
られ、光軸Ｌａ方向において、相互の干渉を防止するために所定間隙を持って平行に位置
している。
【００１６】
図３を参照すると、第１遮光板部材４２は、軸穴４２ａが形成された上端部から図の右斜
め下方へ向って幅広く形成され、軸穴４２ａを中心に約２０度程開いた略扇形を呈してい
る。軸穴４２ａの図中下方には円弧状のガイド穴４２ｂが形成されており、このガイド穴
４２ｂには取付板４８に固定され光源３０側へ延びる固定軸５８が遊嵌している。第１遮
光板部材４２の光軸Ｌａ側の縁部４２ｃは直線状に形成され、この光軸側縁部４２ｃの略
中央には光軸Ｌａ側に向かって突出する凸状板部４５が一体的に形成される。この凸状板
部４５は光軸側縁部４２ｃを底面とし最突部を頂角とする三角形を呈しており、第１遮光
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板部材４２と同一平面上になるよう一体成形される。
【００１７】
第２遮光板部材４４の外形は、凸状板部４５を除いて第１遮光板部材４２の外形と同一寸
法形状を呈し、光軸Ｌａに関して第１遮光板部材４２とほぼ左右対照に設けられる。第２
遮光板部材４４にも、固定軸５８が遊嵌する長穴であるガイド穴４４ｂが軸穴４４ａの下
方に形成される。
【００１８】
第１及び第２遮光板部材４２、４４の双方は、一端部で可動軸５６に固定されると共に固
定軸５８にガイドされているため、モータ４１によってアーム部材５０が回転すると、第
１及び第２遮光板部材４２、４４の双方が同時に、光軸Ｌａに向う方向、あるいは光軸Ｌ
ａから離れる方向に回動する。従って、光束の全てあるいは一部は、第１及び第２遮光板
部材４２、４４の光軸側縁部４２ｃ及び４４ｃとの間の扇形の空間を通って、集光レンズ
３６へ導かれる。
【００１９】
このように、第１及び第２遮光板部材４２、４４は、光軸側縁部４２ｃ及び４４ｃ間の開
度に応じて光量を調節する絞りとしての役割を有する。
【００２０】
図４～図９は、絞りの全開状態から始まって全閉状態に至るまでの、絞り機構４０の各部
材４１、４２、４４、５６、５８と光路断面との相対位置関係を、段階的に示す図である
。破線で囲まれる円形領域Ｓ１は、第１及び第２遮光板部材４２、４４近傍における光束
の断面を示し、右上がりのハッチングで示される領域Ｓ２は絞りを通過する光束の断面領
域を示す。
【００２１】
モータ４１の回転軸４１ａが、例えば図４の状態から時計回り方向に回転すると、アーム
部材５０が連動して回転軸４１ａ回りに時計回り回転し、可動軸５６の相対位置が鉛直上
方に向って変位し、さらに、第１及び第２遮光板部材４４は鉛直上方に吊り上げられる。
このとき、固定軸５８はガイド穴４２ｂ内を上端縁から下端縁に向って相対移動するとと
もに、ガイド穴４４ｂ内を上端縁から下端縁に向って相対移動する。これにより、第１遮
光板部材４２は時計回り方向に回動すると共に第２遮光板部材４４は反時計回り方向に回
動する。言い換えると、第１及び第２遮光板部材４２、４４は共に光軸Ｌａに向って、第
１可動軸５６を中心に回動する。
【００２２】
このように、モータ４１の回転軸４１ａが時計回り方向に回転すると、光軸側縁部４２ｃ
及び４４ｃが成す角は徐々に小さくなり、光束は、その水平方向の両外縁から徐々に遮ら
れる。言い換えると、絞り開度が小さくなり、ライトガイド２２の入射端部２２ａへ供給
される照射光の光量が減少する。
【００２３】
図４の全開時における光通過領域Ｓ２の相対面積を５００とすると、図５～図９の状態に
おける光通過領域Ｓ２の各相対面積は、順に４４０、２５０、１０２、４０、１５である
。なお、図７において光通過領域Ｓ２は２つに分割されており、上方側領域の相対面積が
１４、下方側領域の面積が８８である。
【００２４】
なお、絞り開度を大きくして光量を増加させる場合には、モータ４１を反転させて回転軸
４１ａを反時計回り方向に回転させればよく、絞り機構４０の各構成４２、４４、５０は
上述の絞りを閉じる動作とは反対に動作する。ここでは説明を省略する。
【００２５】
ここで、光源３０であるキセノンランプの特性について述べる。キセノンランプは高輝度
かつ発熱量が少ないため内視鏡の照明用光源に適しているが、放電時に放電管３２内にお
いて温度の高いキセノンガスが上昇し対流が発生するため、放電の発生位置が安定せず、
特に中央から上方側領域においては光量のゆらぎが起こることになる。また、放電時には

10

20

30

40

50

(4) JP 3637264 B2 2005.4.13



電流による磁場の発生に伴ってプラズマ発振等の発振現象が生じ、これもゆらぎに何らか
の影響を与えていると考えられられる。この光量のゆらぎの大きい領域を図中右下がりの
ハッチングで示し、ゆらぎ領域Ｓ３と呼ぶ。なお、凸状板部材４５に遮られる領域は破線
で示している。このようなゆらぎを持った照明光を利用すると、モニタ装置や接眼レンズ
に投影される像がちらついて見辛くなり、観察に支障を生じる場合がある。
【００２６】
このような像のちらつきは、絞りが全開に近く光量が相対的に多いときは問題にならない
が、絞りを閉じて光量を少なくした場合、光通過領域Ｓ２に対するゆらぎ領域Ｓ３の占め
る割合が高くなるため特に目立つ様になる。このため、本実施形態においては、絞りが徐
々に閉じられていく際にゆらぎ領域Ｓ３を積極的に遮るための凸状板部４５を設けている
。この構成により、光量のゆらぎがない照明光が得られ、像のちらつきが防止される。
【００２７】
具体的には、光通過領域Ｓ２の面積が、図４で示す全開状態（Ｓ２＝５００）の半分の面
積、即ち２５０になった半開状態（図６参照）あたりから、凸状板部４５は絞りが閉じる
に連れて徐々にゆらぎ領域Ｓ３を遮り、図７に示す状態（Ｓ２＝１０２）に至ってはゆら
ぎ領域Ｓ３の略全域を遮っている。
【００２８】
このように、絞りを閉じて光量を少なくした状態においては、ちらつきの原因となるゆら
ぎ領域Ｓ３の光束が凸状板部４５により遮られるので、入射端部２２ａには光量が均一な
照射光が常に供給され、観察し易い像が得られる。
【００２９】
なお、本実施形態においては凸状板部４５は三角形状であったが、特に形状及び大きさは
限定されず、絞りが半開状態から全閉状態に至るまで、光束の中央から鉛直上方側のゆら
ぎ領域Ｓ３が遮られていればよい。また凸状板部４５は第１遮光板部材４２に一体的に設
けられていたが、第２遮光板部材４４に一体的に設けてもよく、また、双方に設けてもよ
い。
【００３０】
【発明の効果】
以上のように本発明の内視鏡用光源装置によれば、絞り開度が小さい場合においても光量
のゆらぎの影響を小さくしてちらつきのない光量の均一な照明光が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態である内視鏡用光源装置の主要構成を模式的に示す断面図であ
る。
【図２】絞り機構を鉛直上方から見た平面図である。
【図３】絞り機構の、図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線断面からライトガイドの方向を見た図であ
る。
【図４】絞りが全開状態のときの、絞り機構の各部材と光路断面との相対位置関係を示す
図である。
【図５】絞り機構の各部材と光路断面との相対位置関係を示す図であって、絞りが全開状
態から半開状態に移行する途中経過を示す図である。
【図６】絞りが半開状態のときの、絞り機構の各部材と光路断面との相対位置関係を示す
図である。
【図７】絞り機構の各部材と光路断面との相対位置関係を示す図であって、絞りが半開状
態から全閉状態に移行する第１の途中経過を示す図である。
【図８】絞り機構の各部材と光路断面との相対位置関係を示す図であって、絞りが半開状
態から全閉状態に移行する第２の途中経過を示す図である。
【図９】絞りが全閉状態のときの、絞り機構の各部材と光路断面との相対位置関係を示す
図である。
【符号の説明】
１０　内視鏡用光源装置
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２０　内視鏡
２２　ライトガイド
２２ａ　入射端部
３０　光源
４０　絞り機構
４２　第１遮光板部材
４４　第２遮光板部材
４２ｃ　光軸側縁部
４５　凸状板部
Ｓ３　ゆらぎ領域 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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